
令和５年９月７日 

みらい企画創造部 

 

「やまがたＳＤＧｓ推進月間」が始まります！ 

 

毎年９月末の国連総会の会期と合わせた約１週間は、世界中でＳＤＧｓ（持続可

能な開発目標）の推進に取り組む「ＳＤＧｓ週間」（2023年は９/15（金）～９/24

（日））とされております。 

本県においても、この期間を含む１か月間を「やまがたＳＤＧｓ推進月間」とし、

集中的な周知・広報等を行うことにより、県民の主体的な行動を促し、県全体で 

ＳＤＧｓの実現に向けた機運を醸成します。 

つきましては、報道について特段の御配慮をくださるようお願いいたします。 

 

１．実施期間 

  ９月15日（金）から10月15日（日）まで 

 

２．主な取組み 

 （１）県関係施設をＳＤＧｓで彩る取組み 

 ・県庁・総合支庁におけるポスター等の掲示 

   ・県立図書館における関連図書やパネル等の展示 等 

  

（２）集中的な情報発信 

 ・県ホームページ、山形県ＳＤＧｓ推進本部公式Twitter等による情報発信 

 ・県主催の各種イベントにおける啓発 

 ・市町村広報誌への啓発文掲載 等 

  

（３）民間企業等との協力 

   ・モンテディオ山形ホーム戦（10月１日（日）、10月８日（日））における 

ＳＤＧｓブースでの啓発 

   ・第一生命保険株式会社※と連携した「ＳＤＧｓ川柳」の募集（９月30日まで） 

   ・県内メディアの温暖化防止キャンペーン「1.5℃の約束」への協賛 等 

    ※ 本県は平成28年に、同社と包括連携協定を締結しております。 

 

以上 

 

プレスリリース 

  県立図書館における関連図書等の展示 

【問い合せ先】 

 みらい企画創造部企画調整課 

  課長補佐（企画担当） 林 圭一 

電 話 ０２３－６３０－２８９６ 

ＦＡＸ ０２３－６２４－２７７５ 

〔報道監〕みらい企画創造部次長 會田 淳士 

 



山形県ＳＤＧｓ推進本部
（事務局：みらい企画創造部企画調整課）  検 索 山形県 SDGs 

やまがたＳＤＧｓ推進月間
令和５年 ９月１５日（金） ～ 10月１５日（日）

ＳＤＧｓとは

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：

Sustainable Development Goals）

は、2030年までに持続可能でより

よい世界を目指す国際社会全体の目

標です。

「誰一人取り残さない」ことを基本

理念に、貧困や不平等、気候変動な

ど、私たちが直面する課題の解決を

目指し、 17の目標が定められてい

ます。

みんなで、ＳＤＧｓ

一緒に、ＳＤＧｓ

山形県では、世界中でＳＤＧｓの推進に取り組む ＳＤＧｓ週間（9月1５日（金）～2４日（日））を含む
１ヶ月間を「やまがたＳＤＧｓ推進月間」と設定します。

取り組もう！
「家事を平等に分担する」、「食べ残しをなくす」など、
身近に取り組めることはたくさんあります。
今日からできることを、はじめてみましょう。

知ろう！
県HPや山形県SDGs推進本部公式Twitterなどで

様々な情報を発信しております。
公式Twitterはこちらから ⇒

参加しよう！
県では「SDGs川柳」を募集しています。
（９月30日まで）
こちらからご応募ください ⇒



はじめよう！ＳＤＧｓ

●子どもの貧困を考えよう

●募金や寄付、フードバンクの

活動などに参加しよう

私たちの身近な取組みが、ＳＤＧｓの実現につながっています。
取組み例などを参考に、できることから、はじめてみましょう。

●運動習慣の定着を図ろう

●バランスの良い食事を心がけ

よう

●家事や育児を平等に分担しよう

●育児について話し合おう

●身近な再生可能エネルギーについ

て調べてみよう

●ｴｱｺﾝの温度設定を適切にしよう

●身近なインフラを調べてみよう

●電子申請サービス（やまがたe申

請）を利用してみよう

●防災について考えよう

●地域のボランティアに参加しよう

●電気をこまめに消そう

●簡易包装の商品を選ぼう

●ペーパーレス化を進めよう

●森づくり活動などに参加しよう

●SDGsの取組みや情報を拡散しよ
う

●家族や友人などとSDGsについて
話し合ってみよう

●食べ残しをなくそう

●消費（賞味）期限の近い食材

から購入しよう

●多くの人の意見を聞き学び合お
う

●ｵﾝﾗｲﾝなど新しい技術を活用し
て学ぶ機会を増やしていこう

●水の出しっぱなしをしない

●油汚れなどは流さないでふき取ろ

う

●働きがいについて話し合ってみよ

う

●ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽを考えて働こう

●いじめや差別をしない、させない

ようにしよう

●困っている人に声をかけよう

●リサイクル商品を選ぼう

●マイバックを使おう

●海や川を汚さないようにしよう

●マイボトルやマイ容器を使おう

●国内外の現状を知ろう

●平和について考えてみよう

身近にできる取組み(例)


